
 

 

 

 

 

 

                                      

～初冬の黒姫山白倉登山道を歩く～                       

                                          

    
 

 

 

〇白倉登山口から緩やかな道を１０分程度歩くとブナの森となります。このあたりから雪道と

なり、数名の登山者の踏み跡とカモシカの足跡ととも進み、御滝山（水上登山口との分岐）、黒

姫峠（清水谷登山口との分岐）を経て鵜川神社へと至ります。落葉後のこの時期は所どころ展

望もよく米山や黒姫本峰を仰ぎ見ながらゆったりとした気分で登ることができます。 

 

ます。本当にこの山は一年を通じて楽しむことができる、いい山だなぁと実感します。                                                        

   

 

 

高柳交流観光通信       

ここに 黒姫山を楽しむ会 乗岡元孝 

〇昨年の１２月初旬、里にも初雪が

舞った頃、冠雪の黒姫山白倉登山

道を歩いてみました。白倉登山口

は長らく広域林道「黒姫山線」の工

事により入山ができませんでした

が、一昨年全線開通し吉田屋呉服

店さんから大滝農道経由で１５分程

度で登山口に到着します。駐車場

は無く路肩駐車となりますが、登山

シーズンは当会が案内板や道標を

設置しています。 

「黒姫山線」からは魚沼の山並みが望め、途中道脇には白倉の鉱泉も出ています。今までの

岡田から県道利用での入山よりも安全に登山口に至りますが、融雪災害などにより通行でき

ない場合もあるのでご注意ください。 

山頂の積雪は 30cm 程度、越後駒ケ岳をはじめとした魚沼の山

並みが圧巻です。雪が緩む前に急ぎ下山中、鵜川神社前にて磯

之辺からの登山者と出会いました。磯之辺登山口の入山者数を

調べるカウンタ－（５月中旬から１１月初旬まで設置）は昨年１３５０

クリックでしたが、オフシーズンや他の登山道の入山者を考慮す

ると、年間 2000 人以上の方々が黒姫山に登っていると思われ 


